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＜病棟連絡事項＞
・4/20(月)13:00～13:30にて六角堂祭を開催予定。
・多目的ホール用の時計購入について、稟議書作成中。

・修理中のクイーンサイズベッドは破棄となり、46号室へパイプベッドが１つ補充
となる。
・Bユニットエレベーター前ホールにて再度水漏れあり庶務へ修理依頼中。

＜ベッドコントロール＞
・山谷　由香様～主治医より北病棟転出について許可あり。

・長根　とし子様～北リアス病院への転院日についてSWより連絡あり、2/13　9：00退院予定となる。家族は9：15までには来院し、支払い等済ませるとの事。退院日までの本人との面会は不要との事。
・小栗　健太郎様～2/12北病棟転出予定。
・福村　秀吉様～入院形態切り替え、転出に関して主治医より、外泊訓練の様子や病識等の確認をしてから再検討予定。
＜患者様連絡事項＞
・小向　栄子様～血糖についてスタッフへ質問あり数値の推移について説明している。
受け持ちで本人と相談し、必要であれば糖尿病に対しての疾病教育実
施を検討してください。

・正木　なおみ様～退院先について、本人と計画相談にてやり取りをしている為、SWより計画相談へ連絡し、退院先の方向性について確認していくよう依頼した。
・松原　千積様～病棟内の移動を歩行器移動と設定していたが、先週より「歩行器使いたくないです」と本人の強い拒否あり。理由としては、ぶつかったら怖い、轢かれそうで怖いといった感覚があると。歩行器しようせず、従来通り独歩となる。
・磯島　武弘様～SWより、青森保護観察所　恒藤氏より本人と面会希望あり。自宅へ退院する事は出来ない旨、改めて説明するのが主な目的との事。主治医へ確認し、感染対策の上直接で許可を頂いている2/13　15：00～　内科診察室を予約。
＜要注目患者様ケース検討＞
・木口　柊太朗様～2：00頃より覚醒し、棟内をうろついていたとの事。日中も、私物持ち込みについて同内容の訴えを何度も繰り返しており、落ち着きのなさ見られている。作業への参加も引き続き精神症状観察し、他者トラブルがないよう介入し、施設入所に向け必要な日中活動参加の促しを行っていく。
・小田　沙也加様～昨日銀歯が取れており、今後家族へ連絡予定。放歌している他者と口論となり、情動不安定さあったが一時的であり落ち着いている。
　　　　　　　　　引き続き精神症状観察し、トラブルにならないよう介入していく。
・山谷　由香様～放歌している際に他患者と口論となり、イライラ感訴え継続指示にて対応している。以後は落ち着くことできている。引き続き精神症状観察し、適宜介入行っていく。
・畑山　幸子様～今朝から活気なく食事も数口のみ摂取され、床にもたれ込む様子も見られている。活動意欲低下あり。スタッフが理由聞くと、「同室者から無視される」と話している。居室内の状況について確認を行っていき、日課の促し行っていく。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
電話対応にて診察。

・小倉　信子様～空腹感訴え続いていることに対しては薬剤による影響ではないとの事。日赤より処方されたゲンタシン軟膏については使用可だが、当院皮膚科にも確認はするよう指示あり、皮膚科受診に追加とする。
＜金Dr.＞

年休のため診察なし。
＜作業＞

・木村　浩聡様～参加時間も長くなってきている。退院後の就労参加も視野に入れて継続。
・角濱様→同様に作業に長く出れるようになってきている。

・木口　柊太郎様～変わらず作業には集中して長い時間参加できず。本日も塗り絵1枚　　
　　　　　　　　　で終了している。参加促しを継続。
・鈴木　達也様～同じく参加には消極的。本日は受け持ちより促しにて短時間だが作業室へ向かっている。引き続き参加促しを継続。
＜業務改善検討＞
退院書類関係原本保管について、後日連絡予定。
＜田名部Dr患者退院支援委員会会議録＞
平山 敬之～施設予定。本人が服薬アドヒアランス不良にて施設入所も困難な状況。
鈴木 達也様～施設入所の方向性にて、本人へ自宅へ戻るためのいつの手段として説明し退院支援中。
木村 浩聡様～施設入所の方向性で申し込みは済んでおり、待機中。
四戸 多美子様～施設入所の方向性、生保でも対応可能な施設を選定中。
沢田 秋子様～施設入所の方向性だが本人の拒否や妄想状態にて退院支援が難航している。
畑山 幸子様～要介護1で判定あるが、本人の病状不安定さあり現状での施設入所は困難。家族へ再度以降の確認が必要。
小泉 裕子様～施設の方向性だが、病状不安定のため施設選定が困難。
小栗 健太郎様～施設入所の方向性。見学まで決まっており、引き続き支援を継続。
田端 香織様～施設入所の方向性だが、本人の症状に対応可能な施設の選定が困難な
状況。
泉 沙耶様～施設入所の方向性。病状不安定にて施設選定が困難な状況。
